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国内産農産物銘柄設定等に係る意見聴取の議事録 

              日時：令和６年１２月１２日（木）13：30～14：40 

              場所：福島県土地改良会館 ４階大会議室 

 

【出席者】 

（学識経験者） 福島県農業総合センター 畑作科長        五十嵐秀樹 

（県）     福島県農林水産部水田畑作課 主査         髙橋 史 

（生産者団体） 福島県農業協同組合中央会 常任参与        橋本 正典 

        福島県米改良協会 事務局長            柏倉 一司 

        全国農業協同組合連合会 

福島県本部 米穀総合課長         山田 洋平 

                    鈴木 晃太 

（実需者団体） 阿部製粉株式会社                山田 純市 

（登録検査機関）ふくしま未来農業協同組合 営農経済課長      川井 智洋 

        夢みなみ農業協同組合 担当課長          根本 直毅 

（申請者）     全国農業協同組合連合会 福島県本部 （生産者団体と兼ねる） 

（東北農政局） 生産部生産振興課 課長補佐            菊池 孝行 

        生産部生産振興課  検査技術指導官        増子 竹美 

                福島県拠点 総括農政業務管理官（需給調整）    山川 太志 

        福島県拠点 行政専門員              大内 勝永 

 

１ 開会 

【山川総括農政業務管理官】（以下「司会者」という。） 

 只今から「国内産農産物の銘柄設定等に係る意見聴取会」を開催致します。 

 なお、本日の議事の内容につきましては、国内産農産物銘柄設定等申請手続マニュ

アル第３の２に基づきまして、議事録を東北農政局のホームページに公開させていた

だきますのであらかじめご了承願います。 

 それでは、開会に先立ちまして、東北農政局生産部生産振興課、菊池課長補佐から

ご挨拶をお願いします。 

 

２ あいさつ 

【生産部生産振興課菊池課長補佐】（以下「菊池課長補佐」という。） 

 

【司会者】 

 本日ご出席を頂きました方々につきましては、配付しております出席者名簿及び座

席表により御紹介に代えさせて頂きます。 

 それでは、次第によりまして、会議を進めさせて頂きます。次第「３」の（１）の

「銘柄設定申請の概要及び申請状況」につきまして、生産振興課の増子からご説明い

たします。 
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３ 意見聴取 

（１）銘柄設定申請の概要及び申請状況について 

【増子検査技術指導官】 

 資料№1「農産物検査に関する基本要領」抜粋により銘柄設定等の概要を説明。 

 参考資料「産地品種銘柄一覧」により福島県の銘柄について説明。 

 資料№2「国内産農産物銘柄設定等に係る申請状況一覧」により申請状況を説明。 

   

（２）申請内容について 

【申請者：全国農業協同組合連合会 福島県本部 鈴木氏】 

 申請№１「銘柄の設定等申請書」により説明。 

 福島県も有望との評価があり、赤カビの耐性も「中」と良好である。 

【登録検査機関：ふくしま未来農業協同組合 川井氏】 

 申請№１ 普通小麦の「夏黄金」の「銘柄の設定等申請における銘柄鑑定に関する

報告書」により説明。 

【増子検査技術指導官】 

 申請№１に添付されている写真については色合いが悪く形のみ参照してください。 

 

（３）申請銘柄の確認について 

【司会者】 

 それでは、今回設定申請のありました品種「夏黄金」の確認をして頂きたいと思い

ます。窓側のテーブルに配置しておりますのでご確認をお願いいたします。 

  

 （４）意見聴取について 

【司会者】 

 ご確認いただきましたでしょうか。 

 これから、意見聴取に入りたいと思いますが、ここからの進行は局担当（菊池補佐）

が行います。 

 

【菊池課長補佐】 

 この意見聴取を行うにあたって、国内産農産物銘柄設定等申請手続マニュアルによ

ると「有識者等の同意により、申請者を意見聴取の場に同席させることができる。」

となっております。このまま申請者の方々に同席のまま、意見聴取を進めさせていた

だきたいと思いますが、皆様よろしいでしょうか。 

  

（出席者から異議なし。） 

 

 ありがとうございました。 

 それでは意見聴取に入らせて頂きます。 

 始めに「夏黄金」についてのご意見・ご質問等ございませんか。 
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【福島県 髙橋氏】 

 麦類の令和５年産の作付けは震災前を超えている状況。「夏黄金」は大変需実者か 

ら求められている品種で、特に喜多方市や県南地区で作付けが行われている。 

福島県としても「夏黄金」については、年度内を目途に奨励品種にして種子の生産 

を始められるよう動いており、生産振興を進めていきたい。 

 

【菊池課長補佐】 

 ただ今の意見に対してご意見ありますか。 

 

【福島県米改良協会 柏倉氏】 

 今の発言及び資料の申請№１を見ると令和１３年を目途に「ゆきちから」から「夏 

黄金」に切り替えるとしているが、種子生産者と話し合いをして内諾を受けているの

か。 

 

【福島県水田畑作課 髙橋氏】 

 「ゆきちから」と「夏黄金」については原々種、原種と切り替えていく。この話は 

昨年度から出されたもので、種子生産者には福島県農林事務所を通じて情報が出され 

ている。 

正式に奨励品種になってから福島県としてはっきりした対応を進めていきたい。 

 

【菊池課長補佐】 

 実需者団体からご意見ありますか。 

 

【阿部製粉株式会社 山田氏】 

 パン屋や麵屋からは期待しているとの意見がある。理由としては、「ゆきちから」 

も悪くないが、それを超える品質で製パン性や製麺性に期待している。当社でも試験

しているが評価が高い。「夏黄金」を要望される実需者も多い。 

 製粉性やテスト挽きについて、まだ福島県産は実施していないが宮城県産で実施し 

た際に工場での製粉性は悪くなくトラブルは聞いていないので評価が高い。 

 

【菊池課長補佐】 

 ただ今の意見に対してご意見ありますか。 

 

【全国農業協同組合連合会 福島県本部 山田氏】 

 皆さまからプラスの意見が出されているが、何かマイナスな意見はありますか。 

 

【阿部製粉株式会社 山田氏】 

 用途の話で、たんぱくの量によってパンには良いがお菓子にはどうかとの話になる

が、これは他の外国産や国内産でも適正な品種を選んでいるので、お菓子に使えない

わけではないが、適性が高い用途に当てていけば評価も上がるのではないか。ネガテ
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ィブな意見は聞いたことがない。 

 

【菊池課長補佐】 

 学識経験者として何かご意見ありますか。 

 

【福島県農業総合センター 五十嵐氏】 

 福島県農業総合センターでは１０年弱試験栽培しており、収量等は「ゆきちから」

と同等かそれ以上である。赤カビに強く、小麦が収穫期にあたる梅雨における穂発芽

も出にくいなど病気にも強いことから作りやすい。１年位前に、喜多方や白河の製麺

業者に試食してもらいおいしいとの評価を受けている。福島県農業総合センターで試

食会など意見交換を実施した際にも認められている品種である。 

東北農研機構と昨年まで３年間一緒に研究し、栽培マニュアルを作成して東北農研

機構のホームページへ掲載しているので参考にしてほしい。福島県農業総合センター

のホームページにも収穫の適期などを掲載している。優れた品種である。 

 

【菊池課長補佐】 

試食会とはパンとかですか。 

 

【福島県農業総合センター 五十嵐氏】 

 １年前に阿部製粉の協力で国の試験研究機関、福島県の水田畑作課、喜多方のラー 

メン屋や製麵屋、白河の製麺屋、小麦栽培の農業者が一堂に会してパンやラーメンで

試食し好評を得た。 

 

【菊池課長補佐】 

 福島県米改良協会や福島県農業協同組合中央会から何かご意見ありますか。 

 

【福島県農業協同組合中央会 橋本氏】 

 県内のＪＡグループで麦の生産が拡大しない理由として、収穫時期と梅雨の時期が

重なることから、降雨の影響により品質が劣化するほか、中通りや会津を中心に排水

の悪い水田もありなじまないためである。 

 聞くところによると「夏黄金」は梅雨にも強いとのことからメリットがある。 

 また、「ゆきちから」は会津を中心に作付けしているが収量が低いのが課題だった

が、そういう面でも良い点をアピールしながら振興していきたい。 

  

【福島県米改良協会 柏倉氏】 

 福島県農業総合センターより作りやすい品種との話がありましたが、新しい品種で 

もあるので種子の圃場においても福島県の丁寧な栽培技術指導をお願いする。 

 

【福島県 髙橋氏】 

 承知しました。 
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【菊池課長補佐】 

 登録検査機関からもお聞きしたいので、今後銘柄検査を実施することとなるふくし

ま未来農業協同組合さんからお願いします。 

 

【ふくしま未来農業協同組合 川井氏】 

 見た目の色から「ゆきちから」や「きぬあずま」と違う。溝の深さからも分かり易 

いと感じている。銘柄鑑定に問題はない。 

 

【菊池課長補佐】 

 今の意見を受けて夢みなみ農業協同組合さんはいかがでしょうか。 

 

【夢みなみ農業協同組合 根本氏】 

 「夏黄金」については、西郷村で作付けしている生産者がおり、１９６袋の検査を

実施した。現場では検査に迷ったなどの報告はなく問題なく検査できたと認識してい

る。銘柄鑑定にも問題ないと考えている。 

 

【菊池課長補佐】 

 御意見が出尽くしたようですので、「この意見聴取会として「夏黄金」につきまし

て、産地品種銘柄に設定するということに特段の異議はない」ということでよろしい

でしょうか。 

 

（出席者から異議なし。） 

 

（５）まとめ 

【菊池課長補佐】 

 それでは、本日皆様からご意見を頂戴しました福島県における国内産農産物の銘柄

設定等申請につきまして取りまとめさせていただきます。 

 全国農業組合連合会 福島県本部様から申請がありました「小麦」の「夏黄金」に

つきましては、産地品種銘柄の設定要件をすべて満たしており、産地品種銘柄として

設定することに特段の異議もないという意見聴取会の結果を農林水産省農産局長へ報

告します。 

 なお、「夏黄金」が産地品種銘柄に設定されたときは、「選択銘柄」として設定さ

れることになります。 

 本日ご出席いただきました皆様に、熱心にご議論いただきましたことに感謝申し上

げ、まとめとさせていただきます。 

 本日はありがとうございました。 

 

                                    以上 


